
 

 

 

播 磨 町 舗 装 維 持 修 繕 計 画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 3 月 

 

播磨町 都市基盤部 土木課 

 

 

 

 

 



 

目 次 

 

1. 計画策定の経緯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

1.1 はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

1.2 道路の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

1.3 舗装の現状（調査結果）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

1.4 過去の道路の維持管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

1.5 課題の整理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

 

2. 舗装の維持管理の基本的な考え方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

2.1 舗装維持管理の基本方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

2.2 舗装の管理方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

2.3 舗装の管理水準  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 

2.4 調査路線一覧表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6 

 

3. 舗装の修繕計画について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

3.1 修繕計画策定フロー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

3.2 計画期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

3.3 修繕の基本方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

3.4 修繕箇所の選定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

3.5 修繕箇所一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

3.6 対策の優先順位・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

3.7 対策内容と実施時期・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

3.8 修繕計画一覧表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

3.9 修繕計画箇所図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

 

4.今後のとりくみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19 

4.1 中期・長期計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19 

4.2 計画の見直し ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19 

 

 



1. 計画策定の経緯 

1.1 はじめに 

 播磨町が管理する道路は総延長約 123ｋｍあり、その多くの道路は、整備後（アスファ

ルト舗装）20年以上経過し、経年による舗装の劣化・損傷が進行していることから、今後

の維持管理コストの増加が想定されるため、舗装の維持管理を合理化する必要がある。 

 このような状況の中で、今後は効率的・計画的な維持管理を適切に行うために、「播磨

町道路舗装修繕計画」を策定するものである。 

 

1.2 道路の概要 

 播磨町が管理する道路は、道路種別 1級の道路が約 10ｋｍ、2級の道路が約 11ｋｍ、そ

れ以外の道路が約 102ｋｍの併せて約 123ｋｍの道路を管理している。 

道路種別および舗装状況 

道路区分 車道延長 道路部面積 舗装率 

1 級町道   10.0 ㎞   124.6k ㎡  100％ 

2 級町道   10.8 ㎞   74.5k ㎡  100％ 

その他町道  102.1 ㎞  582.9k ㎡  99.1％ 

計  122.9 ㎞  782.0k ㎡   

令和 5.2 現在 

1 級町道 4：浜幹線、10：本荘海岸神社線、49：西耕地７号線、177：平岡野添線 

207：妹池１号線、270：大中二見線、271：土山新島線 

2 級町道 1：本荘土山線、3：古宮大中線、5：本荘古田線、6：古宮川端線 

85：古宮土山線、153：水田川西線、227：新幹線南側線 

 

1.3 舗装の現状（調査結果） 

本業務での調査結果より、現状の舗装の健全性の診断結果を示す。MCI 値の評価より、

調査区間約 78ｋｍのうち、約 83％が望ましい管理水準区間であった。そのうちの約 3.5ｋ

ｍで約 4.5％が、早急に修繕が必要な区間であるとこが分かった。 

調査区間の健全性の診断結果 

 MCI≦3 3＜MCI≦4 4＜MCI≦5 5＜MCI 合計 

分類Ｄの道路 3.5km 

（4.5％） 

6.8km 

（8.8％） 

2.9km 

（3.7％） 

64.7km 

（83.0％） 

77.9km 

（100.0％） 
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1.4 過去の道路の維持管理 

現在までの道路の維持管理については、以下の方法で実施している。 

・巡回パトロールにより不良箇所発見時、その都度対応。   

・地域住民からの通報や苦情の際、現場確認し、必要であればその都度対応。    

・著しく交通に影響を与える箇所については、道路管理者の判断で維持修繕を実施。  

 

1.5 課題の整理 

（1）舗装の更新（打換え）時期 

 播磨町の道路の多くは、整備されてから約 20年以上経過し、舗装の老朽化が進行して

おり、道路の耐用年数（一般的には 20年程度）を経過していることから、多くの道路が

更新時期を迎えている。 

（2）定期的な点検 

 従来、主に職員による目視と市民からの要望・苦情により対応していたが、アスファル

ト舗装延長約 123km を安全に管理することは困難であり、今後多くの道路が更新時期を迎

えるにあたり、定期的に路面の性状調査を実施し、効率化を図ることが必要である。 

（3）予算（維持管理事業費）の平準化の継続・見直し 

 交通走行性・安全性を確保していくために、効率的・計画的な財政計画を立案すること

が必要である。また補修対象となる区間の工事優先順位付けを行うことにより、効果的な

維持管理を図ることが必要である。 

（4）計画的な維持管理の構築 

今後、効率的・計画的な実施計画を立案するにあたり、舗装の劣化予測等に必要な情報

（データ）が現在不足しているため、定期的に路面性状調査の実施や補修履歴、工事履歴

等の舗装に関する情報をデータベース化することが課題である。 
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2. 舗装の維持管理の基本的な考え方 

2.1 舗装維持管理の基本方針 

 道路舗装については通行の安全性、快適性および沿道環境の保全が求められるが、計画

的な道路舗装の保全を行うため、劣化損傷状況を診断し、修繕の優先順位を勘案した舗装

の修繕計画を策定する。 

 計画策定により、診断結果を踏まえた適切な措置を行うことで、道路舗装の長寿命化や

舗装の維持修繕費のライフサイクルコスト縮減を目指す。 

 

（1）予防保全型の管理の実施 

 国土交通省道路局の「舗装点検要領」に基づき、路面性状調査等の点検を定期的に実施

することにより、舗装の劣化・損傷を早期に発見し、予防保全型での管理を実施する。 

（2）計画的な工事の実施 

 路面性状調査等の結果をもとにした舗装に関する情報及び舗装補修設計調査等の結果か

ら、更新工事が必要と判断される箇所についても、舗装修繕計画（5年）に基づき、計画

的に工事を実施し、道路の長寿命化を図る。 

（3）維持管理事業費の平準化 

 今後、多くの道路が更新（打換え）時期を迎えることが想定されるため、ライフサイク

ルコストを考慮した中期・長期計画における、維持管理事業費の平準化を図る。 

 

2.2 舗装の管理方針 

（1）管理目標 

 舗装の適切な維持管理を進めていくために、主要路線においては、管理目標と道路の特

性に応じた管理水準を設定し、計画的・効率的な補修を実施するものである。本計画にお

ける主要路線については、以下の管理目標に基づき、舗装の維持管理に取り組む。 

 

  短期目標：早急に補修が必要な道路を重点的に行い、管理水準を向上させる。 

  長期目標：計画的、予防保全型の補修を実施し、舗装機能を保持する。 

 

（2）管理道路の分類（グループ分け） 

管理道路の位置づけについては、主要路線となる道路特性を踏まえ分類する。 

総点検実施要領（案）【舗装編】（平成 25年 2月国土交通省道路局）に「第三者被害の

影響が大きいと想定される幹線道路を主として適用するが、その他の道路にも準用でき

る。」とある。 
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道路分類のイメージ 

（3）道路の管理方法 

 町内全体のアスファルト舗装の道路については、以下に示すとおり管理する。 

道路種別毎の管理方法 

分類 対象となる道路 管理手法 路線数 管理内容 

分類Ｄ

の道路 

生活道路などの

道路 

 

予防保全型 

事後保全型 

 

－ 

定期的な点検を実施し、舗装の劣

化・損傷が補修を必要とする時点で

補修を行い、必要に応じて舗装を更

新（打換え）する 

 

なお、予防保全型と事後保全型の考え方は、下図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後保全型と予防保全型の考え方（イメージ） 
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（5）点検方法・点検頻度 

 道路を定期的に点検し、路面機能の損傷や対策方法について、下表に示すとおりの点検

方法にて評価するものである。なお、路面性状調査については、路面状態を把握し、修繕

候補箇所を抽出すること、安全で円滑な交通の確保及び舗装にかかる維持修繕を効率的に

行うために必要な情報を得ることを目的に点検を実施する。 

点検方法と点検頻度 

管理分類 点検方法 点検頻度 

分類Ｄの道路 
路面性状調査 概ね５年に１度 

巡視や市民からの情報を通じた路面状況把握 適宜 

 

2.3 舗装の管理水準 

（1）管理指標 

 維持修繕計画に供するための路面評価手法であるＭＣＩ値（維持管理指数）を管理指標

とする。 

 

（2）管理水準 

管理水準 

 管理水準 

分類Ｄの道路 
舗装の維持管理指数(MCI)が４以下の場合に補修対象とし、３以

下の区間について優先的に補修を行うものとする。 

 

（3）舗装の評価 

 舗装を評価するＭＣＩと修繕の評価基準を下表に示す。 

路面性状評価における評価ランク及び路面性状評価図 

維持管理指数 

（ＭＣＩ） 
舗装修繕の判断 着色 

5＜MCI 劣化状況の観察をしていく 黄緑 

4＜MCI≦5 修繕することが望ましい 黄色 

3＜MCI≦4 修繕が必要 橙 

MCI≦3 早急に修繕が必要 赤 

出典：国土交通省土木研究所 
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2.4 調査路線および一覧表 

次頁に調査路線一覧表を示す。 
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3. 舗装の修繕計画について 

3.1 修繕計画策定フロー 

舗装修繕計画に至るフローを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舗装修繕計画に至るフロー 

 

3.2 計画期間 

実施計画の計画期間は、5年とする。 

 

3.3 補修の基本方針 

 点検要領を参考に、設定を行う。 

 

3.4 修繕箇所の抽出 

 修繕箇所の抽出を行うにあたり、基本な考え方は、以下のとおりである。 

  ・修繕区間の最小区間は、維持管理や施工性を考慮し、50ｍとする。 

  ・調査結果を踏まえて、ＭＣＩが 4以下の箇所を対象とする。ただし、4 以下の区間

に 20ｍ以下の健全な区間があった場合は、連続性の観点より、修繕対象区間に含む 

 

3.5 修繕箇所一覧 

 抽出した修繕箇所について、次頁以降に示す。 

 

 

 

現地調査 

修繕箇所の選定 

優先順位の決定 

舗装修繕計画 
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■舗装修繕箇所の抽出一覧表

3ランク評価

箇所 路線番号 路線名 起点 終点
区間長
（ｍ）

ひび割れ率
（％）

わだち掘れ量
（ｍｍ）

平たん性
（ｍｍ）

IRI
（ｍｍ/ｍ）

1 4 浜幹線 1,480 1,500 20 30.0 10.0 5 3.8
1,500 1,520 20 10.0 10.0 2 5.5
1,520 1,540 20 30.0 10.0 5 3.8
1,540 1,560 20 10.0 10.0 5 5.5
1,560 1,580 20 30.0 10.0 9 3.8

100
2 17 二子秋ケ池線 460 480 20 30.0 10.0 5 3.8

480 500 20 30.0 10.0 9 3.8
500 520 20 50.0 10.0 9 2.8

60
3 28 大沢中線 120 140 20 10.0 30.0 9 3.7

140 160 20 10.0 30.0 9 3.7
160 180 20 10.0 30.0 9 3.7
180 200 20 10.0 30.0 9 3.7

80
4 29 大西大沢線 140 160 20 30.0 10.0 5 3.8

160 180 20 30.0 10.0 5 3.8
180 200 20 10.0 10.0 9 5.5
200 220 20 30.0 10.0 9 3.8

80
5 29 大西大沢線 400 420 20 30.0 10.0 5 3.8

420 440 20 10.0 10.0 9 5.5
440 457 17 30.0 10.0 5 3.8

57
6 32 上ノ池本荘北線 360 380 20 30.0 10.0 5 3.8

380 400 20 30.0 10.0 9 3.8
400 420 20 30.0 10.0 5 3.8
420 440 20 30.0 10.0 9 3.8

80
37 8 大中城線 300 320 20 50.0 10.0 9 2.8

320 340 20 50.0 10.0 2 2.8
340 360 20 50.0 10.0 9 2.8
360 380 20 50.0 10.0 9 2.8
380 400 20 50.0 10.0 9 2.8
400 420 20 50.0 10.0 9 2.8
420 440 20 50.0 10.0 5 2.8
440 460 20 50.0 10.0 5 2.8
460 480 20 50.0 10.0 5 2.8
480 500 20 50.0 10.0 5 2.8
500 520 20 50.0 10.0 5 2.8
520 540 20 50.0 10.0 9 2.8
540 560 20 50.0 10.0 9 2.8
560 580 20 50.0 10.0 5 2.8
580 600 20 50.0 10.0 5 2.8
600 620 20 50.0 10.0 9 2.8
620 640 20 50.0 10.0 9 2.8
640 660 20 50.0 10.0 9 2.8
660 680 20 50.0 10.0 9 2.8
680 700 20 50.0 10.0 9 2.8
700 720 20 30.0 10.0 9 3.8
720 740 20 50.0 10.0 9 2.8
740 760 20 50.0 10.0 5 2.8
760 780 20 50.0 10.0 5 2.8
780 800 20 50.0 10.0 5 2.8
800 820 20 50.0 10.0 5 2.8
820 840 20 50.0 10.0 9 2.8
840 860 20 50.0 10.0 5 2.8
860 880 20 50.0 10.0 9 2.8
880 900 20 50.0 10.0 5 2.8
900 920 20 50.0 10.0 9 2.8
920 940 20 50.0 10.0 9 2.8
940 960 20 50.0 10.0 9 2.8
960 980 20 50.0 10.0 9 2.8
980 1000 20 50.0 10.0 9 2.8
1000 1020 20 50.0 10.0 5 2.8
1020 1040 20 50.0 10.0 9 2.8
1040 1060 20 50.0 10.0 9 2.8
1060 1080 20 50.0 10.0 9 2.8
1080 1100 20 50.0 10.0 9 2.8
1100 1120 20 50.0 30.0 9 1.9
1120 1140 20 50.0 10.0 5 2.8
1140 1160 20 50.0 10.0 9 2.8
1160 1180 20 50.0 10.0 9 2.8
1180 1200 20 50.0 10.0 9 2.8
1200 1220 20 50.0 10.0 9 2.8

920
7 35 宮西南線 0 20 20 50.0 10.0 5 2.8

20 40 20 50.0 10.0 5 2.8
40 60 20 30.0 10.0 5 3.8
60 80 20 30.0 10.0 5 3.8
80 100 20 30.0 10.0 5 3.8
100 120 20 50.0 10.0 5 2.8
120 140 20 30.0 10.0 5 3.8
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■舗装修繕箇所の抽出一覧表

箇所 路線番号 路線名 起点 終点
区間長
（ｍ）

ひび割れ率
（％）

わだち掘れ量
（ｍｍ）

平たん性
（ｍｍ）

IRI
（ｍｍ/ｍ）

140 160 20 30.0 10.0 5 3.8
160 180 20 30.0 10.0 9 3.8

180
8 35 宮西南線 300 320 20 30.0 10.0 5 3.8

320 340 20 30.0 10.0 5 3.8
340 369 29 30.0 10.0 5 3.8

69
9 50 西耕地８号線 80 100 20 30.0 10.0 5 3.8

100 120 20 30.0 10.0 5 3.8
120 140 20 50.0 10.0 5 2.8

60
10 50 西耕地８号線 260 280 20 30.0 10.0 5 3.8

280 300 20 10.0 10.0 5 5.5
300 320 20 30.0 10.0 5 3.8

60
11 61 東耕地７号線 260 280 20 30.0 10.0 5 3.8

280 300 20 30.0 10.0 5 3.8
300 320 20 30.0 10.0 9 3.8

60
12 151 水田川東線 420 440 20 50.0 30.0 9 1.9

440 460 20 10.0 10.0 5 5.5
460 474 14 50.0 10.0 9 2.8

54
13 157 水田川４号線 0 20 20 30.0 10.0 9 3.8

20 40 20 30.0 10.0 9 3.8
40 60 20 30.0 10.0 5 3.8

60
14 164 新島西準幹線 120 140 20 30.0 10.0 9 3.8

140 160 20 30.0 10.0 5 3.8
160 180 20 10.0 10.0 5 5.5
180 200 20 30.0 10.0 5 3.8
200 220 20 30.0 10.0 5 3.8

100
15 164 新島西準幹線 380 400 20 30.0 10.0 2 3.8

400 420 20 10.0 10.0 5 5.5
420 440 20 30.0 10.0 5 3.8

60
16 166 新島北準幹線 540 560 20 30.0 10.0 5 3.8

560 580 20 30.0 10.0 5 3.8
580 600 20 30.0 10.0 5 3.8
600 620 20 30.0 10.0 5 3.8
620 640 20 10.0 10.0 5 5.5
640 660 20 30.0 10.0 5 3.8

120
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■舗装修繕箇所の抽出一覧表

箇所 路線番号 路線名 起点 終点
区間長
（ｍ）

ひび割れ率
（％）

わだち掘れ量
（ｍｍ）

平たん性
（ｍｍ）

IRI
（ｍｍ/ｍ）

17 223 喜瀬川左岸線 40 60 20 30.0 10.0 5 3.8
60 80 20 30.0 10.0 5 3.8
80 100 20 10.0 30.0 5 3.7
100 120 20 30.0 10.0 5 3.8
120 140 20 10.0 10.0 5 5.5
140 160 20 30.0 10.0 5 3.8

120
18 223 喜瀬川左岸線 480 500 20 50.0 10.0 5 2.8

500 520 20 10.0 10.0 5 5.5
520 540 20 30.0 10.0 9 3.8
540 560 20 30.0 30.0 9 2.6

80
19 226 新幹線北側線 0 20 20 50.0 10.0 5 2.8

20 40 20 30.0 30.0 5 2.6
40 60 20 30.0 10.0 5 3.8
60 80 20 30.0 10.0 5 3.8
80 100 20 50.0 10.0 9 2.8
100 120 20 10.0 10.0 5 5.5
120 140 20 30.0 10.0 5 3.8

140
20 227 新幹線南側線 0 20 20 50.0 10.0 9 2.8

20 40 20 30.0 10.0 5 3.8
40 60 20 50.0 10.0 9 2.8
60 80 20 30.0 10.0 5 3.8

80
21 227 新幹線南側線 1,540 1,560 20 30.0 10.0 5 3.8

1,560 1,580 20 30.0 10.0 9 3.8
1,580 1,600 20 50.0 10.0 5 2.8
1,600 1,620 20 50.0 10.0 5 2.8
1,620 1,640 20 50.0 10.0 5 2.8
1,640 1,660 20 50.0 10.0 5 2.8
1,660 1,680 20 50.0 10.0 5 2.8
1,680 1,700 20 50.0 10.0 5 2.8
1,700 1,720 20 30.0 10.0 5 3.8
1,720 1,740 20 50.0 10.0 5 2.8
1,740 1,760 20 50.0 10.0 5 2.8
1,760 1,780 20 50.0 10.0 9 2.8
1,780 1,800 20 30.0 10.0 5 3.8
1,800 1,820 20 50.0 10.0 5 2.8
1,820 1,840 20 50.0 10.0 5 2.8
1,840 1,860 20 50.0 10.0 5 2.8
1,860 1,880 20 50.0 10.0 5 2.8
1,880 1,900 20 50.0 10.0 5 2.8
1,900 1,920 20 50.0 10.0 5 2.8
1,920 1,940 20 50.0 10.0 5 2.8
1,940 1,960 20 50.0 10.0 9 2.8
1,960 1,986 26 30.0 10.0 9 3.8

446
22 270 大中二見線 1,340 1,360 20 30.0 10.0 5 3.8

270 大中二見線 1,360 1,380 20 30.0 10.0 5 3.8
1,380 1,400 20 30.0 30.0 5 2.6
1,400 1,420 20 10.0 10.0 5 5.5
1,420 1,440 20 30.0 10.0 9 3.8

100
23 317 野添北４号線 160 180 20 30.0 10.0 9 3.8

180 200 20 50.0 10.0 5 2.8
200 220 20 30.0 10.0 9 3.8

60
24 321 野添北８号線 340 360 20 30.0 10.0 5 3.8

360 380 20 50.0 10.0 5 2.8
380 400 20 30.0 10.0 5 3.8
400 420 20 30.0 10.0 5 3.8
420 440 20 30.0 10.0 5 3.8

100
25 337 二子野添線 400 420 20 30.0 10.0 9 3.8

420 440 20 10.0 10.0 9 5.5
440 460 20 30.0 10.0 5 3.8

60
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■舗装修繕箇所の抽出一覧表

箇所 路線番号 路線名 起点 終点
区間長
（ｍ）

ひび割れ率
（％）

わだち掘れ量
（ｍｍ）

平たん性
（ｍｍ）

IRI
（ｍｍ/ｍ）

3ランク評価後⇒詳細検討評価
26 1 本荘土山線 240 260 20 51.4 4.1 6.93 9 2.7

260 280 20 66.4 3.8 4.96 7 2.1
280 300 20 45.7 4.2 2.21 3 3.0

60
27 5 本荘古田線 260 280 20 26.8 4.7 6.57 9 4.0

280 300 20 14.0 9.5 4.70 6 4.7
300 320 20 27.1 3.7 4.53 6 4.0

60
28 10 本荘海岸神社線 360 380 20 36.1 5.3 5.56 8 3.5

380 400 20 28.3 3.8 5.00 7 3.9
400 420 20 72.0 8.7 5.09 7 2.0
420 440 20 65.4 4.2 5.50 8 2.2
440 460 20 65.1 6.1 3.56 5 2.2
460 480 20 66.5 9.0 4.50 6 2.1
480 500 20 30.3 5.7 4.68 6 3.8
500 520 20 44.6 1.7 5.55 8 3.0
520 540 20 25.3 6.1 2.91 4 4.1
540 560 20 34.6 5.4 3.22 5 3.5
560 580 20 43.6 5.2 1.99 3 3.1
580 600 20 36.8 9.6 2.10 3 3.4
600 620 20 43.9 7.8 4.67 6 3.1
620 640 20 54.6 11.2 4.29 6 2.6
640 660 20 64.5 2.2 4.68 6 2.2

300
29 10 本荘海岸神社線 900 920 20 13.7 20.7 5.87 8 3.7

920 940 20 36.5 16.2 3.90 5 3.0
940 960 20 17.2 19.7 4.23 6 3.6

60
30 191 城区画９号線 0 20 20 34.8 22.1 1.54 2 2.7

20 40 20 34.2 5.0 6.08 8 3.6
40 60 20 36.0 4.2 6.18 8 3.5
60 80 20 30.3 3.4 5.70 8 3.8
80 100 20 63.0 7.9 1.54 2 2.3
100 120 20 65.2 2.2 4.75 7 2.2
120 135 15 42.4 5.7 5.83 8 3.1

135
31 250 大中南耕地１１号線 80 100 20 29.0 3.7 3.66 5 3.9

100 120 20 25.5 10.9 6.03 8 3.9
120 140 20 33.5 5.7 3.92 5 3.6

60
32 271 土山新島線 1,140 1,160 20 28.0 9.6 6.81 9 3.9

1,160 1,180 20 41.7 5.4 6.45 9 3.2
1,180 1,200 20 39.6 4.7 3.85 5 3.3
1,200 1,220 20 39.2 8.7 3.14 4 3.3
1,220 1,240 20 28.7 9.5 2.61 4 3.9
1,240 1,260 20 35.5 6.7 5.47 8 3.5
1,260 1,280 20 27.7 12.2 6.01 8 3.6

140
33 307 野添北１８条線 200 220 20 28.3 3.7 6.20 8 3.9

220 240 20 39.8 5.3 5.86 8 3.3
240 260 20 48.7 2.7 2.24 3 2.8
260 280 20 36.5 2.7 2.85 4 3.4
280 300 20 36.0 3.3 5.29 7 3.5

100
34 338 二子新幹線南線 0 20 20 45.6 13.0 5.99 8 2.9

20 40 20 66.1 11.4 5.12 7 2.2
40 60 20 55.3 8.5 3.87 5 2.6
60 80 20 48.3 3.0 2.94 4 2.9
80 100 20 52.4 4.1 3.57 5 2.7
100 120 20 46.2 7.3 5.67 8 3.0
120 140 20 62.3 5.1 3.82 5 2.3
140 160 20 38.5 8.2 5.86 8 3.3

160
35 392 東新島１号線 0 20 20 40.6 7.6 3.97 6 3.2

20 40 20 39.9 6.8 4.96 7 3.3
40 60 20 28.7 6.5 4.18 6 3.9
60 80 20 23.8 5.5 3.74 5 4.2
80 100 20 49.2 2.7 6.18 8 2.8
100 120 20 37.5 6.8 5.94 8 3.4
120 140 20 38.6 1.6 5.68 8 3.3

140
36 394 東新島３号線 200 220 20 29.1 9.6 4.75 7 3.9

220 240 20 59.4 4.9 4.45 6 2.4
240 260 20 36.9 4.3 3.98 6 3.4
260 280 20 33.4 4.8 3.49 5 3.6
280 300 20 28.5 5.7 3.20 4 3.9
300 320 20 41.5 4.6 3.90 5 3.2
320 340 20 40.8 4.7 3.52 5 3.2
340 360 20 69.2 4.2 6.38 9 2.1
360 380 20 43.8 5.2 4.64 6 3.1
380 400 20 20.0 14.4 5.19 7 3.8

200
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3.6 対策の優先順位  

 対策の優先順位においては、舗装損傷状況、路線の重要性、地域特性等を考慮し、播磨

町独自で設定した評価点数により、修繕すべき優先順位を決定した。基本的には点数が高

い区間を優先的に対策する。 

 

3.7 対策内容と実施時期  

 舗装修繕の対策内容については、舗装点検要領（平成 28年 10 月）の以下の表を参考に

概略選定する。 

 

アスファルト舗装の診断区分と工法 

 実施時期については、令和 5 年度からの 5 年間とし、優先順位および予算の平準化の観

点から、実施時期を選定した。 

 

3.8 修繕計画一覧表 

 次頁に、修繕計画の一覧表を示す。 
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■修繕計画一覧表

※標準と
する

MCIからの
評価点

道路規格
バス
路線

空洞調査
路線

FWD
調査路線

土木課
調整

合計点
数

番号 名称
歩道等
（ｍ）

車道
（ｍ）
※②

10～5
1級：2
2級：1
その他：0

有：1
無：0

有：1
無：0

有：1
無：0

5～1
20点満
点

28 Ｃ 10 本荘海岸神社線 詳細検討評価 360 660 300 10.6 4.6 6.0 10 1 5 16 Ａ 令和5年度

21 Ｃ 227 新幹線南側線 3ランク評価 1,540 1,986 446 6.3 2.5 3.8 10 1 5 16 Ａ 令和5年度

26 Ｃ 1 本荘土山線 詳細検討評価 240 300 60 6.7 2.0 4.7 9 1 5 15 Ｂ 令和5年度

7 Ｃ 35 宮西南線 3ランク評価 0 180 180 5.8 0.0 5.8 10 5 15 Ｂ 令和6年度

30 Ｃ 191 城区画９号線 詳細検討評価 0 135 135 6.6 0.0 6.6 9 1 4 14 Ｂ 令和6年度

19 Ｃ 226 新幹線北側線 3ランク評価 0 140 140 4.4 2.0 2.4 10 4 14 Ｂ 令和6年度

34 Ｃ 338 二子新幹線南線 詳細検討評価 0 160 160 6.4 2.5 3.9 10 4 14 Ｂ 令和6年度

37 Ｃ 8 大中城線 3ランク評価 300 1,220 920 4.3 0.0 4.3 10 4 14 Ｂ 令和7年度

20 Ｃ 227 新幹線南側線 3ランク評価 0 80 80 6.3 2.0 4.3 8 1 4 13 Ｃ 令和7年度

1 Ｃ 4 浜幹線 3ランク評価 1,480 1,580 100 16.2 6.0 10.2 6 2 1 4 13 Ｃ 令和7年度

22 Ｃ 270 大中二見線 3ランク評価 1,340 1,440 100 12.5 5.0 7.5 7 2 4 13 Ｃ 令和7年度

18 Ｃ 223 喜瀬川左岸線 3ランク評価 480 560 80 3.5 0.0 3.5 8 4 12 Ｄ 令和7年度

35 Ｃ 392 東新島１号線 詳細検討評価 0 140 140 10.4 2.5 7.9 7 1 1 3 12 Ｄ 令和7年度

36 Ｃ 394 東新島３号線 詳細検討評価 200 400 200 13.7 4.0 9.7 8 1 3 12 Ｄ 令和7年度

32 Ｃ 271 土山新島線 詳細検討評価 1,140 1,280 140 24.1 14.1 10.0 6 2 1 2 11 Ｄ 令和8年度

27 Ｃ 5 本荘古田線 詳細検討評価 260 320 60 6.9 0.0 6.9 5 1 1 4 11 Ｄ 令和8年度

29 Ｃ 10 本荘海岸神社線 詳細検討評価 900 960 60 10.6 0.0 10.6 7 1 2 10 Ｅ 令和8年度

12 Ｃ 151 水田川東線 3ランク評価 420 474 54 5.3 0.0 5.3 8 2 10 Ｅ 令和9年度

14 Ｃ 164 新島西準幹線 3ランク評価 120 220 100 16.1 5.0 11.1 6 1 1 1 9 Ｅ 令和9年度

2 Ｃ 17 二子秋ケ池線 3ランク評価 460 520 60 8.1 0.0 8.1 7 1 8 Ｅ 令和9年度

9 Ｃ 50 西耕地８号線 3ランク評価 80 140 60 6.3 0.0 6.3 7 1 8 Ｅ 令和9年度

33 Ｃ 307 野添北１８条線 詳細検討評価 200 300 100 6.1 0.0 6.1 7 1 8 Ｅ 令和9年度

23 Ｃ 317 野添北４号線 3ランク評価 160 220 60 5.9 0.0 5.9 7 1 8 Ｅ 令和9年度

24 Ｃ 321 野添北８号線 3ランク評価 340 440 100 7.1 0.0 7.1 7 1 8 Ｅ 令和9年度

15 Ｃ 164 新島西準幹線 3ランク評価 380 440 60 16.1 5.0 11.1 5 1 1 1 8 Ｆ 令和9年度

16 Ｃ 166 新島北準幹線 3ランク評価 540 660 120 18.1 5.0 13.1 6 1 1 8 Ｆ 令和9年度

17 Ｃ 223 喜瀬川左岸線 3ランク評価 40 160 120 3.5 0.0 3.5 6 1 7 Ｆ 令和10年度

3 Ｃ 28 大沢中線 3ランク評価 120 200 80 4.9 0.0 4.9 5 1 6 Ｇ 令和10年度

4 Ｃ 29 大西大沢線 3ランク評価 140 220 80 6.5 0.0 6.5 5 1 6 Ｇ 令和10年度

5 Ｃ 29 大西大沢線 3ランク評価 400 457 57 6.5 0.0 6.5 5 1 6 Ｇ 令和10年度

6 Ｃ 32 上ノ池本荘北線 3ランク評価 360 440 80 6.8 0.0 6.8 5 1 6 Ｇ 令和10年度

8 Ｃ 35 宮西南線 3ランク評価 300 369 69 5.8 0.0 5.8 5 1 6 Ｇ 令和10年度

10 Ｃ 50 西耕地８号線 3ランク評価 260 320 60 6.3 0.0 6.3 5 1 6 Ｇ 令和10年度

11 Ｃ 61 東耕地７号線 3ランク評価 260 320 60 3.9 0.0 3.9 5 1 6 Ｇ 令和10年度

13 Ｃ 157 水田川４号線 3ランク評価 0 60 60 4.9 0.0 4.9 5 1 6 Ｇ 令和10年度

31 Ｃ 250 大中南耕地１１号線 詳細検討評価 80 140 60 5.5 0.0 5.5 5 1 6 Ｇ 令和10年度

25 Ｃ 337 二子野添線 3ランク評価 400 460 60 5.5 0.0 5.5 5 1 6 Ｇ 令和10年度

ＭＣＩからの評価点の考え方

MCI≦3（早急に修繕が必要）が2区間以上で連続している、かつ修繕延長100ｍ以上 10点

MCI≦3（早急に修繕が必要）が2区間以上で連続している、修繕延長100ｍ未満 9点

MCI≦3（早急に修繕が必要）が2区間以上ある 8点

MCI≦3（早急に修繕が必要）が1区間である 7点

MCI＞3で、かつ修繕延長100ｍ以上 6点

MCI＞3で、修繕延長100ｍ未満 5点

修繕予定
時期

路線

箇所 分類 起点 終点
修繕延長
（ｍ）
※①

路面性状調査
評価方法

修繕優先
ランク

道路幅員
（ｍ）
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3.9 修繕計画箇所図 

 次頁に修繕計画の箇所図を示す。 
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4. 今後のとりくみ 

4.1 中期・長期計画 

 中期・長期計画の期間は 10 年とし、管理目標に基づき、次に示すとおり舗装の維持管

理に取り組んでいくものとする。 

 

  中期・長期目標：計画的、予防保全型の補修を実施し、舗装機能を保持する。 

 

4.2 計画の見直し 

 ＰＤＣＡサイクルを取り入れ、5年に 1 回を目標とし見直しを行う。 
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